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(57)【要約】
【課題】耐衝撃性、耐溶出性、耐熱性に優れるとともに、金型成形時の生産性に対して優
れるポリ乳酸樹脂成形品の製造方法を提供する。
【解決手段】　下記（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）成分を含むポリ乳酸樹脂組成物を、７０
～１２０℃の金型で１～１５秒間保持する工程を含む、ポリ乳酸樹脂成形品の製造方法に
関する。
（Ａ）ポリ乳酸。
（Ｂ）ソルビトール，マンニトール，およびこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた
少なくとも一つと、エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイドと、炭素数１
２～２４の脂肪酸との反応生成物。
（Ｃ）有機ホスホン酸塩化合物、環構造を有するアミド化合物、有機ヒドラジド化合物、
有機スルホン酸塩化合物、フタロシアニン化合物およびメラミン化合物からなる群から選
ばれた少なくとも一つの結晶核剤。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）成分を含むポリ乳酸樹脂組成物を、７０～１２０℃の
金型で１～１５秒間保持する工程を含む、ポリ乳酸樹脂成形品の製造方法。
（Ａ）ポリ乳酸。
（Ｂ）ソルビトール，マンニトール，およびこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた
少なくとも一つと、エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイドと、炭素数１
２～２４の脂肪酸との反応生成物。
（Ｃ）有機ホスホン酸塩化合物、環構造を有するアミド化合物、有機ヒドラジド化合物、
有機スルホン酸塩化合物、フタロシアニン化合物およびメラミン化合物からなる群から選
ばれた少なくとも一つの結晶核剤。
【請求項２】
　上記（Ｃ）成分である結晶核剤が、フェニルホスホン酸金属塩、Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’－ト
リシクロヘキシルトリメシン酸アミド、オクタメチレンジカルボン酸ジベンゾイルヒドラ
ジド、デカメチレンジカルボン酸ジベンゾイルヒドラジド、５－スルホイソフタル酸ジメ
チル金属塩、金属フタロシアニンおよびメラミンシアヌレートからなる群から選ばれた少
なくとも一つの化合物である請求項１記載のポリ乳酸樹脂成形品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリ乳酸樹脂成形品の製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　石油資源の枯渇、ＣＯ2削減等が問題となる中、とうもろこし等の穀物資源を発酵させ
て得られる乳酸を原料とするポリ乳酸が注目されている。ポリ乳酸は、上記のように植物
由来の樹脂であるとともに、剛性が高く透明性に優れるという特性を有するが、耐熱性や
耐衝撃性が低いために高温条件下で使用できない等の理由から、通常の樹脂に比べ、その
用途が限られている。
【０００３】
　ポリ乳酸の耐熱性を向上させる方法としては、例えば、熱処理（アニール処理）によっ
て結晶化度を高める方法があるが、熱処理時間が非常に長く実用的でない。
【０００４】
　そこで、近年、これらの問題を解決する方法として、ポリ乳酸をポリマーとする樹脂組
成物中に、様々な可塑剤や結晶核剤を配合することが検討されている。
【０００５】
　たとえば、その一例として、上記可塑剤として糖アルコールの脱水縮合物と脂肪酸とか
らなる脂肪酸エステルを使用し、上記結晶核剤として層状珪酸塩を使用することが提案さ
れている（特許文献１）。
【０００６】
　また、その他にも、例えば、上記可塑剤として、グリセリン脂肪酸エステル、コハク酸
とトリエチレングリコールモノメチルエーテルとのエステルなどを使用し、上記結晶核剤
として脂肪酸アミドを使用することも提案されている（特許文献２および３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＷＯ２００８／０１０３１８公報
【特許文献２】特開２００７－１３０８９５号公報
【特許文献３】特開２０１１－２０８０４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１に開示の樹脂組成物は、耐熱性が低く、使用可能な用途
はごく限られたものである。しかも、上記樹脂組成物は、金型成形の際に成形時間を長く
とらないと、その成形品を脱型する際に変形を生じやすいことから、金型成形時の生産性
が悪いという問題もある。
【０００９】
　一方、上記特許文献２および３に開示の樹脂組成物は、耐衝撃性がやや改善されている
ものの、水やアルコールに対して溶出しやすく、耐衝撃性および耐溶出性に優れた成形品
を得ることができない。さらに、上記樹脂組成物は、金型成形時の生産性も充分ではない
ことから、未だ改善の余地がある。
【００１０】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、耐衝撃性、耐溶出性、耐熱性に優れ
るとともに、金型成形時の生産性に対して優れるポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形
品の提供を、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するために、本発明は、下記（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）成分を含む
ポリ乳酸樹脂組成物を、７０～１２０℃の金型で１～１５秒間保持する工程を含む、ポリ
乳酸樹脂成形品の製造方法を第一の要旨とする。
（Ａ）ポリ乳酸。
（Ｂ）ソルビトール，マンニトール，およびこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた
少なくとも一つと、エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイドと、炭素数１
２～２４の脂肪酸との反応生成物。
（Ｃ）有機ホスホン酸塩化合物、環構造を有するアミド化合物、有機ヒドラジド化合物、
有機スルホン酸塩化合物、フタロシアニン化合物およびメラミン化合物からなる群から選
ばれた少なくとも一つの結晶核剤。
【００１２】
　すなわち、本発明者は、耐衝撃性、耐溶出性、耐熱性に優れるとともに、金型成形時の
生産性に対して優れるポリ乳酸樹脂組成物を得るため、鋭意研究を重ねた。その結果、ポ
リ乳酸をポリマーとする樹脂組成物中に、可塑剤として特定の反応生成物、すなわち、ソ
ルビトール，マンニトール，およびこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた少なくと
も一つと，エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイドと，炭素数１２～２４
の脂肪酸との反応生成物（Ｂ成分）を配合し、さらに、有機ホスホン酸塩化合物、環構造
を有するアミド化合物、有機ヒドラジド化合物、有機スルホン酸塩化合物、フタロシアニ
ン化合物、メラミン化合物といった特定の結晶核剤（Ｃ成分）を少なくとも一つ配合した
ポリ乳酸樹脂組成物を、７０～１２０℃の金型で１～１５秒間保持すると、所期の目的が
達成できることを本発明者は見いだし、本発明に到達した。
【発明の効果】
【００１３】
　このように、本発明のポリ乳酸樹脂組成物は、ポリ乳酸（Ａ成分）とともに、ソルビト
ール，マンニトール，およびこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた少なくとも一つ
と，エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイドと，炭素数１２～２４の脂肪
酸との反応生成物（Ｂ成分）と、有機ホスホン酸塩化合物等の特定の結晶核剤（Ｃ成分）
とを含有する。したがって、耐衝撃性、耐溶出性、耐熱性に優れるとともに、金型成形時
の生産性に対して優れた効果を発揮する（脱型時の変形を生じさせずに、短時間で効率よ
く樹脂成形品を得る）ことができる。また、耐熱性等に優れることから、例えば輸送時に
おける高温対策が不要であるといった効果を奏する。
【００１４】
　特に、上記Ｂ成分である反応生成物が、オキシエチレン基を特定の範囲で含有すると、
本発明のポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品は、成形時の生産性等に優れるように
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なる。
【００１５】
　また、上記Ｂ成分である反応生成物の含有量が特定の範囲であると、本発明のポリ乳酸
樹脂組成物およびその樹脂成形品は、より耐衝撃性等に優れるようになる。
【００１６】
　また、上記Ｃ成分である結晶核剤の含有量が特定の範囲であると、本発明のポリ乳酸樹
脂組成物およびその樹脂成形品は、より成形時の生産性等に優れるようになる。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　つぎに、本発明を実施するための形態について具体的に説明するが、本発明はこれらに
限定されるものではない。
【００１８】
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物は、先に述べたように、ポリ乳酸（Ａ成分）とともに、ソ
ルビトール，マンニトール，およびこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた少なくと
も一つと，エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイドと，炭素数１２～２４
の脂肪酸との反応生成物（Ｂ成分）と、特定の結晶核剤（Ｃ成分）とを含有するものであ
る。本発明のポリ乳酸樹脂組成物において、上記（Ｂ）成分の反応生成物は、通常、可塑
剤としての作用を有し、上記（Ｃ）成分は、結晶核剤としての作用を有する。なお、本発
明のポリ乳酸樹脂組成物は、上記各成分に加え、必要に応じ、ポリ乳酸以外の樹脂、無機
充填剤、加水分解抑制剤、耐衝撃性向上剤、酸化防止剤等を含有することができる。
　以下、これらについて説明する。
【００１９】
〔ポリ乳酸〕
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物における上記ポリ乳酸（Ａ成分）は、原料モノマーとして
乳酸のみを縮重合させて得られるポリ乳酸、あるいは、原料モノマーとして乳酸成分と乳
酸以外のヒドロキシカルボン酸成分（以下、単に、「ヒドロキシカルボン酸成分」ともい
う）とを縮重合させて得られるポリ乳酸の両方をあらわす。
【００２０】
　乳酸には、Ｌ－乳酸（Ｌ体）、Ｄ－乳酸（Ｄ体）の光学異性体が存在する。本発明では
、乳酸成分として、いずれかの光学異性体のみ、または双方を含有してもよいが、ポリ乳
酸樹脂組成物の可撓性と、剛性及び耐熱性との両立、ならびに成形時の生産性の観点から
、いずれかの光学異性体を主成分とする光学純度が高い乳酸を用いることが好ましい。な
お、本明細書において「主成分」とは、乳酸成分中の含有量が８０モル％以上である成分
のことをいう。
【００２１】
　乳酸成分のみを縮重合させる場合の乳酸成分におけるＬ体又はＤ体の含有量、すなわち
、前記異性体のうちいずれか多い方の含有量は、上記の観点から、９５．０モル％以上で
あることが好ましく、９８モル％以上であることがさらに好ましい。
【００２２】
　乳酸成分とヒドロキシカルボン酸成分とを縮重合させる場合の乳酸成分におけるＬ体又
はＤ体の含有量、すなわち、前記異性体のうちいずれか多い方の含有量は、上記の観点か
ら、９５．０モル％以上であることが好ましく、９８モル％以上であることがさらに好ま
しい。
【００２３】
　また、上記ポリ乳酸には、乳酸としてＤ体のみを縮重合させたもの、乳酸としてＬ体の
みを縮重合させたもの、Ｄ体とＬ体とを共重合体させたものの他、主成分がＬ体のポリ乳
酸と主成分がＤ体のポリ乳酸とを任意の割合でブレンドしたものを用いても良い。
【００２４】
　一方、乳酸以外のヒドロキシカルボン酸成分としては、グリコール酸、ヒドロキシ酪酸
、ヒドロキシ吉草酸、ヒドロキシペンタン酸、ヒドロキシカプロン酸、ヒドロキシヘプタ
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ン酸等のヒドロキシカルボン酸化合物があげられ、これらは単独でもしくは二種以上併せ
て用いられる。なかでも、グリコール酸、ヒドロキシカプロン酸が好ましい。
【００２５】
　また、本発明においては、上記乳酸及びヒドロキシカルボン酸化合物の二量体が、それ
ぞれの成分に含有されてもよい。乳酸の二量体としては、例えば、乳酸の環状二量体であ
るラクチドが用いられ、ヒドロキシカルボン酸化合物の二量体としては、例えば、グリコ
ール酸の環状二量体であるグリコリドが用いられる。なお、ラクチドにはＬ－乳酸の環状
二量体であるＬ－ラクチド、Ｄ－乳酸の環状二量体であるＤ－ラクチド、Ｄ－乳酸とＬ－
乳酸とが環状二量化したメソ－ラクチド、及びＤ－ラクチドとＬ－ラクチドとのラセミ混
合物であるＤＬ－ラクチドがあり、本発明ではいずれのラクチドも用いることができるが
、ポリ乳酸樹脂組成物の可撓性及び剛性、ならびにポリ乳酸樹脂の成形時の生産性の観点
から、Ｄ－ラクチド及びＬ－ラクチドが好ましい。なお、乳酸の二量体は、乳酸成分のみ
を縮重合させる場合、及び乳酸成分とヒドロキシカルボン酸成分とを縮重合させる場合の
いずれの場合の乳酸成分に含有されていてもよい。
【００２６】
　乳酸成分のみの縮重合反応、及び、乳酸成分とヒドロキシカルボン酸成分との縮重合反
応は、特に限定はなく、公知の方法を用いて行うことができる。
【００２７】
　また、本発明におけるポリ乳酸の重量平均分子量は、通常１００００～４０００００の
範囲であり、５００００～４０００００の範囲であることが好ましく、より好ましくは、
重量平均分子量が１０００００～３０００００の範囲である。すなわち、ポリ乳酸の重量
平均分子量が上記範囲未満であると、樹脂成形品の機械的物性が低く、逆に、ポリ乳酸の
重量平均分子量が上記範囲を超えると、成形時の流動性に劣るようになるからである。な
お、ポリ乳酸の重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフ（ＧＰＣ）を用
い、溶媒にクロロホルム、カラムに東ソー社製高温ＳＥＣカラム（ＧＭＨＨＲ－Ｈシリー
ズ）、流量１．０ｍＬ／ｍｉｎ、カラム温度４０℃、検出器に示差屈折率検出器（ＲＩ）
、リファレンスとして既知の分子量を有するスチレンを用いて換算して求めることができ
る。
【００２８】
〔可塑剤〕
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物における可塑剤には、ソルビトール，マンニトール，およ
びこれらの脱水縮合物からなる群から選ばれた少なくとも一つと、エチレンオキサイドを
主体とするアルキレンオキサイドと、炭素数１２～２４の脂肪酸との反応生成物（Ｂ成分
）が用いられる。上記「エチレンオキサイドを主体とするアルキレンオキサイド」とは、
アルキレンオキサイドの過半がエチレンオキサイドであることを示し、アルキレンオキサ
イドの全てがエチレンオキサイドであるものをも含む趣旨である。なお、上記アルキレン
オキサイドとしてエチレンオキサイド以外のものをエチレンオキサイドと併用する場合、
例えば、プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイド、イソブチレンオキサイド等が併用
される。
【００２９】
　上記反応生成物（Ｂ成分）の製造方法としては、例えば、ソルビトール，マンニトール
といったポリオールと脂肪酸を加熱下で反応させポリオールのエステル化を行い、さらに
加熱下、オートクレーブ中でエチレンオキサイドを付加反応させて、上記反応生成物（Ｂ
成分）を得る方法があげられる。また、上記ポリオールの脱水縮合物と脂肪酸とを反応さ
せエステル化した後、上記方法と同様にエチレンオキサイドを付加させても良い。また、
上記ポリオール及びポリオール脱水縮合物にエチレンオキサイドを付加させた後、脂肪酸
を反応させても良い。その他、脂肪酸と炭素数の短い１価のアルコール（メタノール、エ
タノール）であらかじめ脂肪酸エステルを合成し、ポリオール及びポリオール脱水縮合物
とエステル交換反応を行い、上記方法と同様にエチレンオキサイドを付加させて上記反応
生成物（Ｂ成分）を得る方法等もある。このようにして得られる上記反応生成物（Ｂ成分
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）は、本発明のポリ乳酸樹脂組成物において、単独でもしくは二種以上併せて用いられる
。
【００３０】
　そして、本発明のポリ乳酸樹脂組成物における耐衝撃性に優れる観点から、上記反応生
成物（Ｂ成分）中のオキシエチレン基の含有量割合は、２０～９５重量％が好ましく、よ
り好ましくは３０～９５重量％である。
【００３１】
　また、上記反応生成物（Ｂ成分）は、上記ポリオール及びポリオール脱水縮合物の水酸
基が全て脂肪酸によってエステル化された飽和エステル、あるいは水酸基の一部がエステ
ル化された部分エステルのいずれでも良い。
【００３２】
　また、耐衝撃性の観点から、上記反応生成物（Ｂ成分）が、分子内にエステル基を平均
で０．５～６個有することが好ましく、０．８～６個有することがより好ましい。
【００３３】
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物における耐衝撃性、水およびアルコール系溶媒に対する耐
溶出性に優れる観点から、上記反応生成物（Ｂ成分）の合成には炭素数１２～２４の脂肪
酸が用いられ、好ましくは炭素数１４～２４の脂肪酸が用いられる。すなわち、上記脂肪
酸における炭素数が上記範囲未満であると、所望の耐衝撃性が得難く、さらに、水、アル
コール系溶媒への溶出量が多くなる。逆に上記脂肪酸における炭素数が上記範囲を超える
と、相溶性が悪くなる。なお、上記脂肪酸は飽和または不飽和のいずれに該当するものを
用いてもよく、さらにそれらを併用しても良い。また、油脂類から変換した脂肪酸の混合
物であってもよく、その場合は、平均炭素数が上記範囲のものが用いられる。
【００３４】
　そして、上記反応生成物（Ｂ成分）として、具体的には、ポリオキシエチレンソルビト
ールラウレート、ポリオキシエチレンソルビトールココエート、ポリオキシエチレンソル
ビトールミリスチレート、ポリオキシエチレンソルビトールパルミテート、ポリオキシエ
チレンソルビトールリノレート、ポリオキシエチレンソルビトールステアレート、ポリオ
キシエチレンソルビトールイソステアレート、ポリオキシエチレンソルビトール－１２－
ヒドロキシステアレート、ポリオキシエチレンソルビトールオレエート、ポリオキシエチ
レンソルビトールエイコサネート、ポリオキシエチレンソルビトールベヘナート、ポリオ
キシエチレンソルビトールリグノセラート、ポリオキシエチレンソルビタンラウレート、
ポリオキシエチレンソルビタンココエート、ポリオキシエチレンソルビタンミリスチレー
ト、ポリオキシエチレンソルビタンパルミテート、ポリオキシエチレンソルビタンリノレ
ート、ポリオキシエチレンソルビタンステアレート、ポリオキシエチレンソルビタンイソ
ステアレート、ポリオキシエチレンソルビタン－１２－ヒドロキシステアレート、ポリオ
キシエチレンソルビタンオレート、ポリオキシエチレンソルビタンエイコサネート、ポリ
オキシエチレンソルビタンベヘナート、ポリオキシエチレンソルビタンリグノセラート、
ポリオキシエチレンイソソルバイドラウレート、ポリオキシエチレンイソソルバイドココ
エート、ポリオキシエチレンイソソルバイドミリスチレート、ポリオキシエチレンイソソ
ルバイドパルミテート、ポリオキシエチレンイソソルバイドリノレート、ポリオキシエチ
レンイソソルバイドステアレート、ポリオキシエチレンイソソルバイドイソステアレート
、ポリオキシエチレンイソソルバイド－１２－ヒドロキシステアレート、ポリオキシエチ
レンイソソルバイドオレート、ポリオキシエチレンイソソルバイドエイコサネート、ポリ
オキシエチレンイソソルバイドベヘナート、ポリオキシエチレンイソソルバイドリグノセ
ラート、ポリオキシエチレンマンニトールラウレート、ポリオキシエチレンマンニトール
ココエート、ポリオキシエチレンマンニトールミリスチレート、ポリオキシエチレンマン
ニトールパルミテート、ポリオキシエチレンマンニトールリノレート、ポリオキシエチレ
ンマンニトールステアレート、ポリオキシエチレンマンニトールイソステアレート、ポリ
オキシエチレンマンニトール－１２－ヒドロキシステアレート、ポリオキシエチレンマン
ニトールオレート、ポリオキシエチレンマンニトールエイコサネート、ポリオキシエチレ
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ンマンニトールベヘナート、ポリオキシエチレンマンニトールリグノセラート、ポリオキ
シエチレンマンニタンラウレート、ポリオキシエチレンマンニタンココエート、ポリオキ
シエチレンマンニタンミリスチレート、ポリオキシエチレンマンニタンパルミテート、ポ
リオキシエチレンマンニタンリノレート、ポリオキシエチレンマンニタンステアレート、
ポリオキシエチレンマンニタンイソステアレート、ポリオキシエチレンマンニタン－１２
－ヒドロキシステアレート、ポリオキシエチレンマンニタンオレート、ポリオキシエチレ
ンマンニタンエイコサネート、ポリオキシエチレンマンニタンベヘナート、ポリオキシエ
チレンマンニタンリグノセラート、ポリオキシエチレンイソマンナイドラウレート、ポリ
オキシエチレンイソマンナイドココエート、ポリオキシエチレンイソマンナイドミリスチ
レート、ポリオキシエチレンイソマンナイドパルミテート、ポリオキシエチレンイソマン
ナイドリノレート、ポリオキシエチレンイソマンナイドステアレート、ポリオキシエチレ
ンイソマンナイドイソステアレート、ポリオキシエチレンイソマンナイド－１２－ヒドロ
キシステアレート、ポリオキシエチレンイソマンナイドオレート、ポリオキシエチレンイ
ソマンナイドラウレート、ポリオキシエチレンイソマンナイドエイコサネート、ポリオキ
シエチレンイソマンナイドベヘナート、ポリオキシエチレンイソマンナイドリグノセラー
ト等があげられる。これらは単独でもしくは二種以上併せて用いられる。なお、上記列記
した反応生成物１分子中には脂肪酸エステル基が単数ないし複数存在することから、例え
ば前記ポリオキシエチレンソルビトールラウレートは、「ポリオキシエチレンソルビトー
ルモノラウレート、ポリオキシエチレンソルビトールジラウレート、ポリオキシエチレン
ソルビトールトリラウレート、ポリオキシエチレンソルビトールテトララウレート等」を
包含する趣旨である。
【００３５】
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物中の上記反応生成物（Ｂ成分）の含有量は、耐衝撃性、成
形時の生産性等に優れるようになる観点から、ポリ乳酸（Ａ成分）１００重量部に対して
０．５～２０重量部であることが好ましく、１～１５重量部であることがより好ましく、
２～１５重量部であることがさらに好ましく、３～１０重量部の範囲であることが最も好
ましい。
【００３６】
〔結晶核剤〕
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物における結晶核剤には、ポリ乳酸樹脂成形品の成形性、耐
熱性、耐衝撃性等の観点から、有機ホスホン酸塩化合物、環構造を有するアミド化合物、
有機ヒドラジド化合物、有機スルホン酸塩化合物、フタロシアニン化合物、メラミン化合
物といった特定の結晶核剤（Ｃ成分）が用いられる。そして、これらの結晶核剤は、単独
でもしくは二種以上併せて用いられる。
【００３７】
　上記有機ホスホン酸塩化合物としては、特に限定はないが、結晶化促進効果の観点から
、フェニルホスホン酸金属塩が好ましく用いられる。具体的には、フェニルホスホン酸リ
チウム、フェニルホスホン酸ナトリウム、フェニルホスホン酸カリウム、フェニルホスホ
ン酸マグネシウム、フェニルホスホン酸カルシウム、フェニルホスホン酸バリウム、フェ
ニルホスホン酸鉄、フェニルホスホン酸コバルト、フェニルホスホン酸銅、フェニルホス
ホン酸マンガン及びフェニルホスホン酸亜鉛があげられる。なかでも、より結晶化促進効
果に優れる点から、フェニルホスホン酸亜鉛が好ましい。
【００３８】
　前記環構造を有するアミド化合物は、芳香環および／または脂肪族環を有するアミド化
合物（よって、脂肪酸アミド化合物は含まない）であり、具体的には、１，４－シクロヘ
キサンジカルボン酸ジシクロヘキシルアミド、２，６－ナフタレンジカルボン酸ジシクロ
ヘキシルアミド、２，６－ナフタレンジカルボン酸ジアニリド、１，４－シクロヘキサン
ジカルボン酸ジアニリド、Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’－トリシクロヘキシルトリメシン酸アミド、
トリメシン酸トリス（ｔ－ブチルアミド）、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキサンカルボニル－１
，５－ジアミノナフタレン、Ｎ，Ｎ’－ジベンゾイル－１，４－ジアミノシクロヘキサン
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等があげられる。なかでも、結晶化促進効果の点から、Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’－トリシクロヘ
キシルトリメシン酸アミドが好ましい。
【００３９】
　前記有機ヒドラジド化合物としては、具体的には、ヘキサメチレンジカルボン酸ジベン
ゾイルヒドラジド、オクタメチレンジカルボン酸ジベンゾイルヒドラジド、デカメチレン
ジカルボン酸ジベンゾイルヒドラジド等があげられる。なかでも、結晶化促進効果の点か
ら、オクタメチレンジカルボン酸ジベンゾイルヒドラジド、デカメチレンジカルボン酸ジ
ベンゾイルヒドラジドが好ましい。
【００４０】
　前記有機スルホン酸塩化合物としては、例えば、スルホイソフタル酸塩等があげられる
。なかでも、結晶化促進効果の点から、５－スルホイソフタル酸ジメチル金属塩が好まし
く、そのバリウム塩、カルシウム塩、ストロンチウム塩、カリウム塩、ルビジウム塩がよ
り好ましく、５－スルホイソフタル酸ジメチルバリウム、５－スルホイソフタル酸ジメチ
ルカリウムがさらに好ましい。
【００４１】
　前記フタロシアニン化合物としては、結晶化促進効果の点から、金属フタロシアニンが
好ましく、なかでも、銅フタロシアニンが、より結晶化促進効果に優れるため好ましい。
【００４２】
　前記メラミン化合物としては、例えば、ポリリン酸メラミン、メラミンシアヌレート等
があげられる。なかでも、結晶化促進効果の点から、メラミンシアヌレートが好ましい。
【００４３】
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物中の、前記特定の結晶核剤（Ｃ成分）の含有量は、ポリ乳
酸（Ａ成分）１００重量部に対して０．１～５重量部の範囲であることが、成形時の生産
性等に優れるようになる観点から好ましい。
【００４４】
〔他の樹脂〕
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物には、上記（Ａ）～（Ｃ）成分以外にも、本発明の効果を
損なわない範囲（ポリ乳酸樹脂組成物全体の２０重量％未満。好ましくは１～１５重量％
の範囲、より好ましくは１～１０重量％の範囲。）で、他の樹脂が適宜含有されていても
よい。他の樹脂としては、例えば、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）等の熱可塑性
アクリル樹脂，ポリプロピレン，ポリスチレン，ＡＢＳ樹脂，ＡＳ樹脂，ポリフェニレン
サルファイド，ポリエーテルエーテルケトン，ポリエステル，ポリアセタール，ポリスル
ホン，ポリフェニレンオキサイド，ポリエーテルイミドなどの熱可塑性樹脂や、フェノー
ル樹脂，メラミン樹脂，不飽和ポリエステル樹脂，シリコーン樹脂，エポキシ樹脂などの
熱硬化性樹脂等があげられる。これらは単独でもしくは二種以上併せて用いられる。
【００４５】
〔無機充填剤〕
　また、本発明のポリ乳酸樹脂組成物には、必要に応じ、無機充填剤が含有されていても
よい。上記無機充填剤としては、具体的には、タルク、クレー、マイカ、ゼオライト、ベ
ントナイト、モンモリロナイト、ガラス繊維、炭素繊維等があげられる。これらは単独で
もしくは二種以上併せて用いられる。
【００４６】
　そして、耐衝撃性、曲げ強度等に優れるようになる観点から、本発明のポリ乳酸樹脂組
成物中の無機充填剤の含有量は、ポリ乳酸（Ａ成分）１００重量部に対して０．０１～２
重量部の範囲であることが好ましく、より好ましくは０．０１～１重量部の範囲である。
【００４７】
〔加水分解抑制剤〕
　また、本発明のポリ乳酸樹脂組成物には、必要に応じ、加水分解抑制剤が含有されてい
てもよい。上記加水分解抑制剤としては、ポリカルボジイミド化合物やモノカルボジイミ
ド化合物等のカルボジイミド化合物があげられ、ポリ乳酸樹脂成形品の成形性、耐熱性及
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び耐衝撃性の観点からポリカルボジイミド化合物が好ましく、ポリ乳酸樹脂成形品の耐熱
性、成形性、流動性の観点から、モノカルボジイミド化合物がより好ましい。
【００４８】
　ポリカルボジイミド化合物としては、ポリ（４，４'－ジフェニルメタンカルボジイミ
ド）、ポリ（４，４'－ジシクロヘキシルメタンカルボジイミド）、ポリ（１，３，５－
トリイソプロピルベンゼン）ポリカルボジイミド、ポリ（１，３，５－トリイソプロピル
ベンゼン及び１，５－ジイソプロピルベンゼン）ポリカルボジイミド等があげられ、モノ
カルボジイミド化合物としては、Ｎ，Ｎ'－ジ－２，６－ジイソプロピルフェニルカルボ
ジイミド等があげられる。
【００４９】
　そして、ポリ乳酸樹脂成形品の成形性の観点から、本発明のポリ乳酸樹脂組成物中の加
水分解抑制剤の含有量は、ポリ乳酸（Ａ成分）１００重量部に対して０．０５～２重量部
の範囲であることが好ましく、より好ましくは０．１～１重量部の範囲である。
【００５０】
〔耐衝撃性改質剤〕
　また、本発明のポリ乳酸樹脂組成物には、可撓性等の物性向上の観点から、必要に応じ
、耐衝撃性改質剤が含有されていてもよい。上記耐衝撃性改質剤としては、（メタ）アク
リル酸重合体、エチレン－（メタ）アクリル酸共重合体、エチレン（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステル共重合体、エポキシ変性シリコーンアクリルゴム、ジエンとビニル単量体
との共重合体およびその水素添加物、芳香族ポリアミド繊維等の有機繊維、ジエンゴム、
相溶化剤等を用いることができる。なお、（メタ）アクリル酸とはアクリル酸および／ま
たはメタクリル酸のことを表す。
【００５１】
　そして、樹脂組成物の耐衝撃性及び成形性の観点から、本発明のポリ乳酸樹脂組成物中
の耐衝撃性改質剤の含有量は、ポリ乳酸（Ａ成分）１００重量部に対して１～２０重量部
の範囲であることが好ましく、より好ましくは３～１０重量部の範囲である。
【００５２】
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物は、上記以外の他の成分として、難燃剤、酸化防止剤、滑
剤、帯電防止剤、防曇剤、光安定剤、紫外線吸収剤、顔料、着色剤、防カビ剤、抗菌剤、
発泡剤等を、本発明の目的達成を妨げない範囲で含有することができる。
【００５３】
〔ポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品の作製〕
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物は、ポリ乳酸（Ａ成分）と、可塑剤である特定の反応生成
物（Ｂ成分）と、特定の結晶核剤（Ｃ成分）と、必要に応じその他の材料とを、所定の割
合で配合し、１６０～２４０℃で溶融混合することにより、調製することができる。なお
、上記溶融混合は、上記各材料を配合した後で行ってもよく、また、押出し機やバンバリ
ーミキサー、ニーダー、加熱ロ－ル等を用いてポリ乳酸（Ａ成分）を先に溶融させた後、
その他の材料を配合し、ペレット状に形状を揃え調製してもよい。
【００５４】
　そして、上記のようにして溶融混合された樹脂組成物を材料とし、注型成形、射出成形
、ブロー成形、押出成形等により、樹脂成形品を得ることができる。また、シート加工後
の真空成形、圧空成形、真空圧空成形などの成形方法により、各種成形品とすることもで
きる。
【００５５】
　上記樹脂成形品を得る際に、金型を用いて成形する場合、その成形時の金型温度は、生
産性の観点から、４０～１４０℃であることが好ましく、より好ましくは７０～１２０℃
の範囲である。また、真空成形、圧空成形、真空圧空成形における上記樹脂成形品の金型
内での保持時間は、生産性等の観点から、１～１５秒間が好ましく、より好ましくは１～
１０秒間である。
【００５６】
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　このようにして得られる本発明のポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品は、食品擬
似溶媒に対する耐溶出性が高く、例えば、そのサンプルシートを１０％エタノール溶液（
食品擬似溶媒）に浸漬して６０～７０℃で２時間程加熱し、上記シートを取り出した後の
溶液を蒸発乾固して残存物の重量を測定し、上記シートの単位面積当たりの溶出量（μｇ
/ｃｍ２）を求めた際、その溶出量は５０μｇ／ｃｍ２未満であり、より耐溶出性の高い
ものでは、６μｇ／ｃｍ２未満にもなる。このように溶出量が低いことから、本発明のポ
リ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品は、食品包装容器として安全に使用できる。また
、本発明のポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品は、従来品に比べ、物性低下も抑制
される。
【００５７】
　また、本発明のポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品は、耐衝撃性、耐熱性等に優
れ、しかも、生分解性も高い。このことから、本発明のポリ乳酸樹脂組成物およびその樹
脂成形品は、各種の使い捨て容器（生鮮食品のトレー，インスタント食品容器，ファース
トフード容器，弁当箱，飲料用ボトル，マヨネーズなどの調味料容器等の食品用容器、育
苗ポット等の農業・園芸用容器、ブリスターパック容器、プレススルーパック容器等）、
ＣＤケース、クリアファイル、クレジットカードなどのカード類、スプーン，ストローな
どの食器類、プラモデル、樹脂シート、樹脂フィルム、樹脂ホース等の各種樹脂製品、衣
料用繊維，不織布等の繊維製品等の用途に好適に利用することができる。さらに、本発明
のポリ乳酸樹脂組成物は、従来のポリ乳酸樹脂組成物よりも、耐衝撃性、耐熱性等が改善
されていることから、従来のポリ乳酸樹脂組成物よりも広く好適に利用することができる
。
【実施例】
【００５８】
　つぎに、実施例について、比較例と併せて説明する。ただし、本発明は、その要旨を超
えない限り、これら実施例に限定されるものではない。
【００５９】
　まず、実施例および比較例に先立ち、下記に示す材料を準備した。
【００６０】
〔ポリ乳酸Ａ－１〕
　ポリ乳酸（商品名：４０３２Ｄ、Ｎａｔｕｒｅｗｏｒｋｓ社製）
【００６１】
〔ポリ乳酸Ａ－２〕
　ポリ乳酸（商品名：ＲＥＶＯＤＥ１９０、浙江海正生物材料社製）
【００６２】
〔ポリ乳酸Ａ－３〕
　下記の合成例１により得られたポリＤ－乳酸。
　［合成例１］窒素雰囲気下、Ｄ－ラクチド（ピューラック社製）１０００ｇを１２０℃
に加熱し溶融した後、オクチル酸スズ０．３ｇ、ステアリルアルコール０．０１ｇを添加
した。その後１８０℃まで昇温し、１．５時間重合を行い、さらに０．１Ｔｏｒｒに減圧
し０．５時間重合して、目的とするポリＤ－乳酸を得た。得られたポリＤ－乳酸の重量平
均分子量は１７．１万。
【００６３】
〔可塑剤Ｂ－１〕
　ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート（オキシエチレン基含有率：７２重量％
、商品名：ソルゲンＴＷ－２０、第一工業製薬社製）
【００６４】
〔可塑剤Ｂ－２〕
　ポリオキシエチレンソルビタンモノミリスチレート（オキシエチレン基含有率：７０重
量％）
【００６５】
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〔可塑剤Ｂ－３〕
　ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート（オキシエチレン基含有率：６７重量
％、商品名：ソルゲンＴＷ－６０、第一工業製薬社製）
【００６６】
〔可塑剤Ｂ－４〕
　ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート（オキシエチレン基含有率：８２重量
％）
【００６７】
〔可塑剤Ｂ－５〕
　ポリオキシエチレンソルビタンモノオレート（オキシエチレン基含有率：６７重量％、
商品名：ソルゲンＴＷ－８０、第一工業製薬社製）
【００６８】
〔可塑剤Ｂ－６〕
　ポリオキシエチレンソルビタンモノベヘネート（オキシエチレン基含有率：６４重量）
【００６９】
〔可塑剤Ｂ－７〕
　ポリオキシエチレンソルビタンジラウレート（オキシエチレン基含有率：４５重量％）
【００７０】
〔可塑剤Ｂ－８〕
　ポリオキシエチレンソルビタンジステアレート（オキシエチレン基含有率：５６重量％
）
【００７１】
〔可塑剤Ｂ－９〕
　ポリオキシエチレンソルビタンジベヘネート（オキシエチレン基含有率：５２重量％）
【００７２】
〔可塑剤Ｂ－１０〕
　ポリオキシエチレンソルビタントリラウレート（オキシエチレン基含有率：５５重量％
）
【００７３】
〔可塑剤Ｂ－１１〕
　ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート（オキシエチレン基含有率：２７重量
％）
【００７４】
〔可塑剤Ｂ－１２〕
　ポリオキシエチレンソルビタントリステアレート（オキシエチレン基含有率：４８重量
％、ソルゲンＴＷ－６５　第一工業製薬社製）
【００７５】
〔可塑剤Ｂ－１３〕
　ポリオキシエチレンソルビタントリオレート（オキシエチレン基含有率：４８重量％、
ＴＷＥＥＮ８５、クローダ社製）
【００７６】
〔可塑剤Ｂ－１４〕
　ポリオキシエチレンソルビタントリベヘネート（オキシエチレン基含有率：４４重量％
）
【００７７】
〔可塑剤Ｂ－１５〕
　ポリオキシエチレンソルビタントリ－１２－ヒドロキシステアレート（オキシエチレン
基含有率：４７重量％）
【００７８】
〔可塑剤Ｂ－１６〕
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　ポリオキシエチレンマンニタンモノステアレート（オキシエチレン基含有率：６７重量
％）
【００７９】
〔可塑剤Ｂ－１７〕
　ポリオキシエチレンマンニタントリステアレート（オキシエチレン基含有率：４８重量
％）
【００８０】
〔可塑剤Ｂ－１８〕
　ポリオキシエチレンソルビトールテトラオレート（オキシエチレン含有率：５２％、商
品名：レオドール４３０Ｖ、花王社製）
【００８１】
〔可塑剤Ｂ－１９〕
　ポリオキシエチレンソルビトールテトラオレート（オキシエチレン基含有率：６８重量
％、商品名：レオドール４６０Ｖ、花王社製）
【００８２】
〔可塑剤Ｂ－２０〕
　ポリオキシエチレンイソソルバイドジステアレート（オキシエチレン基含有率：５６重
量％）
【００８３】
〔可塑剤Ｂ－２１〕
　ポリオキシエチレンイソマンナイドジステアレート（オキシエチレン基含有率：５６重
量％）
【００８４】
〔可塑剤ｂ－１〕
　アジピン酸と、ベンジルアルコール／ジエチレングリコールモノメチルエーテル＝１／
１混合物とのジエステル化合物（オキシエチレン基含有率：２６重量％、商品名：ＤＡＩ
ＦＡＴＴＹ－１０１、大八化学工業社製）
【００８５】
〔可塑剤ｂ－２〕
　グリセリンモノステアレート（オキシエチレン基含有率：０重量％、商品名：エキセル
Ｓ－９５、花王社製）
【００８６】
〔可塑剤ｂ－３〕
　コハク酸とトリエチレングリコールモノメチルエーテルとのジエステル（オキシエチレ
ン基含有率：４３重量％）
【００８７】
〔可塑剤ｂ－４〕
　ポリオキシエチレングリセリントリカプリレート（オキシエチレン基含有率：５３重量
％）
【００８８】
〔可塑剤ｂ－５〕
　ポリグリセリンの脂肪酸エステル（オキシエチレン基含有率：０重量％、商品名：チラ
バゾール　ＶＲ－０５、太陽化学社製）
【００８９】
〔可塑剤ｂ－６〕
　グリセリンジアセトモノカプレート（オキシエチレン基含有率：０重量％、商品名：リ
ケマール　ＰＬ－０１９、理研ビタミン社製）
【００９０】
〔結晶核剤Ｃ－１〕
　フェニルホスホン酸亜鉛（商品名：エコプロモート、日産化学社製）
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【００９１】
〔結晶核剤Ｃ－２〕
　トリメシン酸トリシクロヘキシルアミド（商品名：エヌジェスターＴＦ－１、新日本理
化社製）
【００９２】
〔結晶核剤Ｃ－３〕
　オクタメチレンジカルボン酸ジベンゾイルヒドラジド（商品名：Ｔ－１２８７Ｎ、ＡＤ
ＥＫＡ社製）
【００９３】
〔結晶核剤Ｃ－４〕
　５－スルホイソフタル酸ジメチルカリウム塩（商品名：ＬＡＫ－３０１、竹本油脂社製
）
【００９４】
〔結晶核剤Ｃ－５〕
　銅フタロシアニン（商品名：Ｈｅｌｉｏｇｅｎ　Ｂｌｕｅ　Ｋ７０９０、ＢＡＦＳ社製
）
【００９５】
〔結晶核剤Ｃ－６〕
　メラミンシアヌレート（商品名：ＭＣ－６００、日産化学社製）
【００９６】
〔結晶核剤ｃ－１〕
　タルク（商品名：ＭｉｃｒｏＡｃｅ　Ｐ－６、日本タルク社製）
【００９７】
〔結晶核剤ｃ－２〕
　マイカ（商品名：ＣＳ－３２５ＤＣ、ヤマグチマイカ社製）
【００９８】
〔結晶核剤ｃ－３〕
　ステアリン酸アミド（東京化成社製）
【００９９】
〔結晶核剤ｃ－４〕
　層間イオンがジオクタデシルジメチルアンモニウムイオンで置換されたモンモリロナイ
ト（商品名：エスベンＷ、ホージュン社製）
【０１００】
〔ＰＭＭＡ（Ｄ－１）〕
　ポリメチルメタクリレート（商品名：アクリペットＶＨ、三菱レイヨン社製）
【０１０１】
〔シリカ（Ｅ－１）〕
　下記の合成例２により得られた、ポリＤ－乳酸で修飾されたシリカ。
　［合成例２］テトラエトキシシラン１０．０ｇを、Ｄ－乳酸（ピューラック社製、９０
質量％水溶液）９９０ｇに溶解させ、窒素バブリングさせながら１３０℃で４時間脱水縮
合し、更に１７０℃、５ｍｍＨｇ減圧下で１２時間撹拌して、脱水重合を行った。この反
応により得られた流動性のポリマーを取り出し、冷却固化させることにより、目的とする
、無色透明なポリＤ－乳酸で修飾されたシリカ（シリカ含有量：０．４２％）を約６８０
ｇ得た。
【０１０２】
〔シリカ（Ｅ－２）〕
　アエロジル（商品名：レオロシールＱＳ－１０２、トクヤマ社製、シリカ含有率：＞９
９．９％）
【０１０３】
〔酸化防止剤（Ｆ－１）〕
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　ヒンダードフェノール酸化防止剤（商品名：ＩＲＧＡＮＯＸ　１０７６、ＢＡＳＦ社製
）
【０１０４】
〔加水分解抑制剤（Ｇ－１）〕
　ポリ（４，４’－ジシクロヘキシルメタンカルボジイミド）（商品名：カルボジライト
ＬＡ－１、日清紡社製）
【０１０５】
〔実施例１～５４、比較例１～１１〕
　上記各材料を、後記の表１～表７に示す割合で配合し、これを、２軸押出機（テクノベ
ル社製、ＫＺＷ２０－３０ＭＧ）を用いてそのシリンダー温度１６０～１９０℃の条件で
加熱混練し、樹脂組成物のペレットを得た。なお、上記ペレットは、減圧下、７０℃の温
度で１２時間以上乾燥させた。
【０１０６】
　このようにして得られた実施例および比較例のポリ乳酸樹脂組成物（ペレット）を用い
、下記の基準に従って、各特性の測定・評価を行った。その結果を、後記の表１～表７に
併せて示した。
【０１０７】
〔金型保持時間〕
　Ｔ－ダイ押出機（テクノベル社製）を使用して、上記ペレットから厚み０．４ｍｍのシ
ートを作製した後、シートを約３００℃の赤外線ヒーターで上下から加熱して軟化させ、
続いて９０℃に温調した金型内に上記シートを入れて真空・圧空成形し、脱型することに
より、樹脂成形品を得た。その脱型の際、上記金型から樹脂成形品が変形無く取り出せる
までの時間（金型保持時間）を測定した。なお、この最短時間が短いほど、生産性が高い
ことを示す。
【０１０８】
〔耐熱性〕
　上記のようにして金型成形して得られた樹脂成形品（ポリ乳酸樹脂組成物からなる成形
体）を、９０℃のオーブンに入れて３０分間保持した。そして、上記加熱後に成形品に全
く変形がみられなかったものを○、成形品が変形したものを×と評価した。
【０１０９】
〔耐衝撃性〕
　上記のようにして金型成形して得られた樹脂成形品に、先端が直径１０ｍｍの球形にな
っている撃芯を乗せ、３００ｇまたは５００ｇの錘を撃芯に落下させることにより、落球
衝撃試験を行った。そして、樹脂成形品に割れが生じたときの、錘の落下高度（ｍｍ）を
測定した。なお、上記落下高度が１０００ｍｍを超えても樹脂成形品に割れが生じなかっ
たものを「＞１０００」と表記し、上記落下高度が５０ｍｍ未満でも樹脂成形品に割れが
生じたものを「＜５０」と表記した。
【０１１０】
〔耐溶出性〕
　ポリ乳酸樹脂組成物（ペレット）を２００℃に加熱した２軸ロールで溶融させた後、２
００℃に加熱したプレス成形機で約３分間プレスして、厚み１ｍｍのプレスシートを作製
した。得られたシートを、表面積１３０ｃｍ２にカットし、１０％エタノール溶液（食品
擬似溶媒）２００ｍｌに浸漬し、６６℃で２時間加熱した。ついで、上記シートを取り出
した後の溶液を蒸発乾固して、残存物の重量を測定し、上記シートの単位面積当たりの溶
出量（μｇ／ｃｍ２）を求めた。なお、この値が小さいほど、耐溶出性に優れていること
を示す。
【０１１１】
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【表１】

【０１１２】
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【表２】

【０１１３】
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【表３】

【０１１４】
【表４】

【０１１５】
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【表５】

【０１１６】
【表６】



(19) JP 2016-211005 A 2016.12.15

10

20

30

40

【０１１７】
【表７】

【０１１８】
　上記表の結果より、実施例のポリ乳酸樹脂組成物は、いずれも、比較例のポリ乳酸樹脂
組成物に比べ、金型保持時間が短いことから、生産性が高く、さらに、加熱による樹脂成
形品の変形もみられず、耐熱性にも優れていた。また、実施例のポリ乳酸樹脂組成物は、
いずれも、比較例のポリ乳酸樹脂組成物に比べ、耐衝撃性にも優れていた。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明のポリ乳酸樹脂組成物およびその樹脂成形品は、各種の使い捨て用容器（生鮮食
品のトレー，インスタント食品容器，ファーストフード容器，弁当箱，飲料用ボトル，マ
ヨネーズなどの調味料容器等の食品用容器、育苗ポット等の農業・園芸用容器、ブリスタ
ーパック容器、プレススルーパック容器等）、ＣＤケース、クリアファイル、クレジット
カードなどのカード類、スプーン，ストローなどの食器類、プラモデル、樹脂シート、樹
脂フィルム、樹脂ホース等の各種樹脂製品、衣料用繊維，不織布等の繊維製品等の用途に
好適に利用することができる。さらに、本発明のポリ乳酸樹脂組成物は、従来のポリ乳酸
樹脂組成物よりも、耐衝撃性、耐熱性等が改善されていることから、従来のポリ乳酸樹脂
組成物よりも広い分野に好適に利用することができる。
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